
　歯周病は全身の病気と深い関わりをもつといわれています。日本歯
周病学会にご協力をいただき、歯周病についてのお話をうかがいます。
　第13回は「薬物性歯肉増殖症」です。

本当は怖い「歯周病」　

薬物性歯肉増殖症
第13回連載

歯周病予防のため、年に１、2回は歯科医院で
クリーニングをしましょう。
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薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
と
は
、
あ
る
種
類
の
全
身
疾
患
の
治
療

薬
の
長
期
服
用
に
よ
る
副
作
用
の
一
つ
と
し
て
、
口
の
中
の
歯

肉
が
肥ひ

厚こ
う（
膨
ら
み
大
き
く
な
る
）す
る
状
態
で
、
重
度
に
進

行
す
る
と
口
の
中
の
機
能
や
審
美
性
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
図
1
）。

　

原
因
と
な
る
代
表
的
な
薬
物
と
し
て
、
3
種
類
が
知
ら
れ
て

お
り
、
て
ん
か
ん
の
治
療
薬
で
あ
る
抗
け
い
れ
ん
薬
（
フ
ェ
ニ

ト
イ
ン
や
ヒ
ダ
ン
ト
イ
ン
）、
血
圧
を
下
げ
る
降
圧
薬
の
中
の

カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
（
ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
や
マ
ニ
ジ
ピ
ン
）や
臓

器
移
植
・
自
己
免
疫
疾
患
の
治
療
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
る
免

疫
抑
制
薬
（
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
A
）が
あ
り
ま
す
。
発
症
の

頻
度
は
、
フ
ェ
ニ
ト
イ
ン
で
10
～
83
％
、
ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
で

30
～
50
％
、
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
A
で
7
～
80
％
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
（
図
2
）。

　

3
種
類
の
薬
剤
の
中
で
は
、
患
者
数
か
ら
み
る
と
降
圧
薬（
カ

ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
）の
服
用
に
よ
る
歯
肉
増
殖
症
患
者
が
一
番
多

く
、
さ
ら
に
、
複
数
の
薬
剤
を
服
用
し
て
い
る
場
合
は
発
症
頻

度
が
高
く
な
る
こ
と
や
薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
の
半
数
以
上
は
服

用
後
数
か
月
で
発
症
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
の
現
在
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
を
服
用
し
て
い
る
患

者
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
薬
物
性
歯
肉
増
殖

症
の
患
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
危
険
因
子
（
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
）と
し
て
、
①
口
腔
衛
生
状
態
の
不
良
、
②
薬
剤
の
投

与
量
、
投
与
期
間
や
血
清
濃
度
、
③
年
齢
や
性
別
、
④
薬
剤
に

対
す
る
遺
伝
的
要
因
な
ど
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
口
腔
衛
生
状
態
が
不
良
で
、
原
因
と
な
る
薬
剤
の
投

与
期
間
が
長
く
、
投
与
量
が
多
い
ほ
ど
発
症
リ
ス
ク
は
高
く
な

り
ま
す
。

　

薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
の
発
症
の
初
期
の
段
階
で
は
、
歯
と
歯

の
間
の
歯
肉
（
歯
間
乳
頭
部
の
肥
厚
）が
見
ら
れ
ま
す
が
、
重

症
化
す
る
と
歯
を
覆
い
隠
す
ま
で
に
肥
厚
し
、
さ
ら
に
、
歯
が

移
動
す
る
場
合
も
あ
り
、
審
美
障
害
や
歯
列
（
歯
並
び
）の
不

正
、
咬こ

う

合ご
う（

嚙
み
合
わ
せ
）の
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
一

般
的
な
歯
周
病
に
よ
る
歯
肉
の
炎
症
と
は
異
な
り
、
基
本
的
に

は
歯
肉
は
、
肥
大
し
て
厚
く
な
り
、
固
く
引
き
締
ま
っ
た
弾
性

を
持
つ
硬
さ
と
な
り
ま
す
。
薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
の
状
態
に
、

歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）な
ど
の
細
菌
感
染
に
よ
る
炎
症
性
因
子
が

合
わ
さ
っ
て
歯
周
病
を
併
発
し
て
い
る
場
合
に
は
、
肥
厚
し
た

歯
肉
は
発
赤
し
た
浮
腫
性
の
歯
肉
と
な
り
ま
す
。
部
位
別
で
は

前
歯
部
に
現
れ
や
す
く
、
歯
の
裏
側
よ
り
歯
の
表
側
に
現
れ
る

場
合
が
多
く
、
ま
た
、
部
分
的
に
発
症
す
る
限
局
型
と
全
体
的

に
現
れ
る
広
汎
型
が
あ
り
ま
す
。
薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
を
発
症

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
口
腔
清
掃
・
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
難
し
く
な
り
、
歯
周
病
や
む
し
歯
（
う
蝕
）が
進
行
し
や
す

く
な
る
こ
と
も
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
ま
ず
は
、
原
因

薬
剤
を
処
方
し
て
い
る
内
科
等
の
担
当
医
に
薬
剤
の
変
更
や
減

量
の
可
否
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。
て
ん
か
ん
患

者
の
運
転
中
の
発
作
に
よ
る
交
通
事
故
も
発
生
し
て
い
る
社
会

的
背
景
や
、
抗
け
い
れ
ん
薬
の
フ
ェ
ニ
ト
イ
ン
や
免
疫
抑
制
薬

の
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
A
は
代
替
薬
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
薬

剤
の
変
更
や
休
止
は
困
難
な
場
合
が
多
い
で
す
。
一
方
、
降
圧

薬
の
選
択
肢
は
複
数
あ
る
（
利
尿
薬
、
α
β
遮
断
薬
、
ア
ン
ジ

オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
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阻
害
薬
）た
め
、
他
剤
へ
の
変
更
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
の
場
合
で
も
、
通
常
の
歯
周
治
療
と
同

様
に
、
口
腔
清
掃
指
導
や
歯
石
除
去
・
歯
の
表
面
の
研
磨
な
ど

の
歯
周
基
本
治
療
を
行
い
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
困
難
な
重
度

の
場
合
に
は
、
最
初
の
段
階
で
は
軟
毛
の
歯
ブ
ラ
シ
等
を
使
用

し
て
、
で
き
る
範
囲
内
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
い
た
だ
き
、
症

状
の
改
善
に
応
じ
て
普
通
毛
の
歯
ブ
ラ
シ
に
替
え
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
含が

ん

嗽そ
う

剤
の
使
用
も
有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
軽

度
の
歯
肉
増
殖
症
で
あ
れ
ば
、
原
因
薬
剤
が
変
更
さ
れ
、
適
切

に
基
本
治
療
を
行
え
ば
歯
肉
増
殖
は
改
善
す
る
場
合
が
多
い
の

で
す
が
、
軽
度
な
場
合
で
も
薬
剤
変
更
が
で
き
ず
に
歯
肉
増
殖

が
残
存
し
て
い
る
場
合
や
中
等
度
か
ら
重
度
の
歯
肉
増
殖
症
の

場
合
に
お
い
て
は
、
歯
周
基
本
治
療
の
み
で
は
改
善
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
症
例
で
は
歯
肉
切
除
術
等
の

歯
周
外
科
治
療
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
（
図
3
）。

　

薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
は
、
口
腔
衛
生
管
理
が
不
十
分
な
症
例

ほ
ど
発
症
し
や
す
い
た
め
、
口
腔
衛
生
状
態
が
不
良
に
な
る
と

再
発
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
歯
肉
の
状
態
や

セ
ル
フ
ケ
ア
（
自
己
管
理
）の
状
況
に
応
じ
て
、
1
～
3
か
月

に
1
回
の
リ
コ
ー
ル
（
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
定
期
観
察
）に
て
、

歯
や
歯
肉
の
清
掃
や
洗
浄
・
消
毒
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
服
用
薬
剤
の
追
加
、
変
更
や
全
身
疾
患
の
病
状
の
変
化

を
確
認
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

超
高
齢
社
会
と
医
薬
品
の
開
発
や
普
及
等
に
よ
る
医
療
の
高

度
化
に
伴
い
、
複
数
の
薬
剤
を
服
用
し
て
い
る
患
者
が
多
く
、

薬
剤
の
副
作
用
が
問
題
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

次
回
は
「
口
臭
」で
す
。

日本歯周病学会評議員、日本歯周病学会専門医

56歳の女性
降圧薬（カルシウム拮抗薬：ニフェジピ
ン服用）により重度の薬物性歯肉増
殖症を発症

10～83%
30～50%

7～80%

てんかん 高血圧 臓器移植
自己免疫疾患

抗てんかん薬
（フェニトイン・
ヒダントイン など）

降圧薬
カルシウム拮抗薬

（ニフェジピン・マニジピン など ）

抗けいれん作用 血管拡張作用

免疫抑制薬
（シクロスポリンA）

免疫抑制作用

薬物性歯肉増殖症

薬物性歯肉増殖症の診断
口腔内の観察（特に歯肉肥厚の所見）、原因薬剤の服用

歯周基本治療
口腔清掃指導
歯石除去
歯面研磨　等

歯肉増殖残存歯肉増殖消退・治癒

歯周外科治療
（歯肉切除術 等）

内科等の担当医への問い合わせ
可能であれば薬物変更あるいは減量

メインテナンス・定期観察（ 1～3か月に1回）
（服用薬剤の追加、変更や全身疾患の病状の変化の確認と口腔内観察・清掃・消毒）

副
作
用
の
一
つ
と
し
て
、
薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
を
引
き
起
こ
す

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
元
の
疾
患
に
対
し
て
有
効
な
治
療
薬
と

し
て
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
剤
の
変
更
や
減
量
に
つ
い
て
は
、
医

師
と
歯
科
医
師
が
密
に
連
携
し
て
、
全
身
と
口
の
中
の
歯
肉
の

両
疾
患
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
薬
物
性
歯
肉
増
殖
症

は
、
歯
周
病
や
む
し
歯
（
う
蝕
）を
進
行
さ
せ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
歯
科
医
院
を
受
診
し
て
、
口
の
中
の

状
態
を
確
認
す
る
と
と
も
に
良
好
な
口
腔
内
の
環
境
を
維
持
し

ま
し
ょ
う
。

薬物性歯肉増殖症の症例薬物性歯肉増殖症の原因薬物性歯肉増殖症の治療

薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
と
は

薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
の
原
因
と
な
る
薬
剤

薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
の
状
態

薬
物
性
歯
肉
増
殖
症
の
治
療
と
予
後

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
定
期
的
観
察
の
重
要
性

ま
と
め
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